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第２部　ぐんまの環境

　私たちの身近にある川は、 治水や利水の目的だけ

でなく、 潤いをもたらす水辺空間や多様な生物を育

む環境の場でもあります。

　このため、 川づくりにあたっては 「多自然川づくり＊

1」 を進め、 河川が本来有している生物の生息 ・ 生

育環境の保全･再生に配慮するとともに、 地域の暮

らしや文化とも調和した川づくりを行います。

　子ども達の学びの場、遊びの場となる 「水辺の楽校」

整備や、 水生生物の生息環境を再生する 「瀬と淵

を取り戻す工事」 等に取り組んでいます。

　農業は、 人間生活において必要不可欠な食料を

安定的に供給するという重要な役割を果たす一方で、

適切な農業生産活動が行われることにより、 多くの環

境保全機能を発揮しています。

（1） 農業農村の有する環境保全機能

　農業農村の有する環境保全機能には、国土 （県土）

の保全、 水資源のかん養、 自然環境の保全、 良好

な景観の形成等様々なものがあります。

　しかし、これら環境保全機能が発揮されるためには、

無秩序な土地利用による農地の減少や耕作放棄等

による農地のかい廃を防ぎ、 農業生産に必要な農地

を生産活動に適した良好な状態で確保するとともに、

農業の担い手による継続的な生産活動のため、 利

用集積等を通じた農地の有効活用を図ることが重要

となっています。

（2） 農地の現状

　本県の耕地面積は、 宅地や工業用地へのかい廃

や農業の担い手不足 ・ 高齢化による耕作放棄地＊2

の増加により減少を続け、 平成22年７月15日現在の

耕地面積は75,400haとなっています。

　耕作放棄地面積については、 平成22年度の調査

の結果、 4,150haとなっており、 その発生防止と再生

利用が大きな課題となっています。

（3） 県で取り組んでいる施策

ア　農地等の生産基盤の確保 ・整備

　適切な土地利用を進め、農地の遊休化を防止するとと

もに、耕作放棄地の再生利用を推進し、経営感覚に優

れた担い手への農地の利用集積を促進して、活力ある

農業生産を担う基盤づくりを進めています。

イ　県土や自然環境の保全等環境保全機能の発揮

　農村が持つ国土 （県土）・ 環境の保全といった

環境保全機能について、 農地等の整備を通して

その機能の維持 ・増進を図り、 緑豊かな自然と調

和した美しい農村景観を維持していくため、 地域

の取り組みを支援しています。

ウ　中山間地域等の支援

　一般的に中山間地域＊３等は平坦地と比べ、 農

業の生産条件が不利です。 このため、 中山間地

域等における農業生産活動等の維持を通じて、

耕作放棄の発生防止、 環境保全機能の確保等を

図るため、 平成12年度から 「中山間地域等直接

支払制度」 が開始されました。

　本県の平成22年度の取組状況は、 対象25市町

村のうち、 19市町村で222の協定 （219集落協定、

３個別協定） が締結されれ、 1,533haの農用地で

制度に取り組んでいます。

第２節　身近な自然の保全と再生

１　環境に配慮した川づくり

２　農地の保全

水辺の学校　一級河川牛池川　前橋市

＊１多自然川づくり ： 河川全体の自然の営みを視野に入れ、 地域の暮らしや歴史･文化との調和にも配慮し、 河川が本来有している生物の生息 ・生育 ・

繁殖環境及び多様な河川景観を保全･創出するために、 河川管理を行うことです。
＊２耕作放棄地 ：統計調査における区分で、 調査日以前の１年以上作付せず、 今後数年の間に再び耕作するはっきりした意思のない土地です。
＊３中山間地域 ：平野周辺部から山間地域に至る地域の総称で、 中間農業地域と山間農業地域を合わせた地域として一般的に使われることが多いです。

総農地面積の約４割を占め、 農産物のみならず、 資源管理 ・環境保全に極めて重要な役割を果たしていますが、 地勢等の地理的条件が悪く、 農業等

の生産条件の不利に加え、 人口の流出 ・高齢化、 耕作放棄地の増大等により地域社会の活力が低下しつつあります。
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第１章　自然環境の保全と創造

　県では、 環境問題に対する住民意識の向上や資

源循環型社会の地域モデルの育成を目的に、 平成

17年度から 「菜の花エコプロジェクト推進モデル事

業」 を実施しています。

（1） 菜の花エコプロジェクトとは

　遊休農地などに菜の花を植え、 菜種を収穫し、 搾

油を行い菜種油にします。 菜種油は料理や学校給

食に使い、 搾油時に出た油かすは肥料や飼料とし

て利用します。 廃食油は回収し、 石けんやバイオデ

ィーゼル燃料にリサイクルします。 このように資源や

エネルギーが地域の中で循環する事が、 菜の花エコ

プロジェクトの仕組みです。 さらに、 菜の花の景観作

物としての観光的な利用や養蜂業との連携、 地域特

産品の開発などによる農山村の活性化など、 多面的

な展開も期待されています。 この試みは、 家庭から

の廃食用油による琵琶湖の水質汚染問題を抱えて

いた滋賀県から始まり、 今では全国に広がっていま

す。

（2） 県内での取り組み

　平成22年度は 「NPOしるく （高崎市）」、「榛東村第

12区長寿会 （榛東村）」、「南橘地区地域づくり推進

協議会 （前橋市）」、「赤城南面畑作プロジェクト （前

橋市）」 が継続して事業に取り組み、 これらの団体を

あわせ、 これまでに10団体が県の事業に取り組みま

した。 この事業では、菜の花を３作 （４年間） 栽培し、

収穫 ・ 搾油を行う中で、 地域で創意工夫をこらし、

資源循環システムの構築を目指します。

　取り組み団体では、 搾油した菜種油を学校給食や

家庭で利用し、 その廃食油から石けんを作り地域で

配布したり、 バイオディーゼル燃料を製造し学校給

食の配送車の燃料とするなど、 様々な活動が進めら

れています。

３　菜の花エコプロジェクト
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図２－１－２－１　菜の花を利用した資源循環サイクル


